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一

　
小
野
勝
年
（
一
九
〇
五
・
明
　
─
一
九
八
八
・
昭
　
）
は
東
洋
学
者
。
奈
良

３８

６３

国
立
博
物
館
学
芸
課
長
、
龍
谷
大
学
教
授
を
歴
任
。
文
学
博
士
。
一
九
三
七

（
昭
　
）
年
、
京
都
帝
国
大
学
東
方
文
化
研
究
所
員
と
し
て
五
台
山
な
ど
中
国
各

１２
地
の
仏
教
遺
跡
を
調
査
し
、
一
九
五
九
（
昭
　
）
年
に
は
共
同
研
究
「
居
庸
関
」

３４

で
学
士
院
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
そ
の
著
「
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
の
研
究
」
は

よ
く
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』、
敦
崇
『
北
京
年
中
行
事

記
』
の
訳
註
は
岩
波
文
庫
に
収
め
る
。

　
小
野
は
、
聖
武
天
皇
宸
翰
雑
集
校
訂
本
一
巻
な
ら
び
に
訳
註
稿
本
四
巻
を
残

し
て
い
る
。
原
稿
に
は
、
種
々
の
万
年
筆
や
鉛
筆
、
ま
た
赤
ボ
ー
ル
ペ
ン
に
よ

る
加
筆
が
幾
度
も
重
ね
て
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
随
所
に
加
筆
修
正
の
た
め
の
用

箋
の
貼
り
込
み
や
挿
入
が
あ
り
、
丹
念
な
推
敲
の
あ
と
が
見
て
と
ら
れ
る
。

　
本
稿
は
、
右
の
遺
稿
か
ら
訳
註
稿
本
を
取
り
出
し
て
翻
刻
し
、
小
野
の
学
問

姿
勢
を
問
う
と
と
も
に
、
宸
翰
雑
集
読
解
の
資
料
と
し
て
提
供
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
（
一
）
は
、
全
四
巻
の
う
ち
第
一
巻
冒
頭
部
を
取
り

上
げ
る
。
原
本
は
、
右
綴
じ
の
冊
子
の
体
裁
で
保
存
さ
れ
、
表
紙
に
は
小
野
自

身
の
手
で
「
小
野
勝
年
宸
翰
雑
集
訳
註
稿
巻
一
」
と
墨
書
さ
れ
る
。
ま
た
、
末

尾
に
は
「
昭
和
五
十
年
五
月
七
日
校
了
」
と
の
ペ
ン
書
き
が
あ
る
。
な
お
、
同

稿
は
未
定
稿
で
あ
る
た
め
、
翻
刻
に
あ
た
っ
て
、
原
文
と
書
き
下
し
文
と
の
間

の
註
番
号
等
に
相
違
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
調
整
の
上
、
修
正
し
た
。
ま
た
、

推
敲
中
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
脱
字
、
文
字
の
重
複
、
返
り
点
や
送
り
仮
名
の

未
修
正
等
が
あ
る
場
合
は
、
最
小
限
の
修
正
を
施
し
て
い
る
。
漢
字
は
原
則
と

し
て
新
字
体
に
変
換
し
た
。

　
　
　 
「
雑
集
」
総
目
録

　
一
、
巻
首
　
欠

　
二
、
某
　
帰
去
来
詩
　
　
二
首

　
三
、
王
居
士
　
涅
槃
詩
　
　
二
十
五
首
　
欠
一
首

　
四
、
同
　
　
　
奉
讃
浄
土
詩
　
十
三
首

宝
池
観
　
宝
樹
観
　
宝
楼
観
　
捴
観
　
像
観
　
法
身
観
　
花
座
観
　

観
音
観
　
勢
至
観
　
捴
二
　
菩
薩
観
　
上
品
観
　
中
品
観
　
下
品
観

　
五
、
隋
大
業
主
　
浄
土
詩
　
三
十
二
首

　
六
、
真
観
法
師
　
無
常
頌
　
一
首

　
七
、
同
　
　
　
　
奉
王
居
士
請
題
九
想
即
事
　
一
首

　
八
、
同
　
　
　
　
観
白
骨
歎
無
常
　
　
一
首

　
九
、
同
　
　
　
　
奉
請
文
　
　
　
　
　
一
首
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一
二

　
十
、
釈
霊
実
　
画
像
讃
　
　
十
三
首

　
　
　
画
弥
勒
像
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
画
錠
光
像
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
画
弥
勒
像
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
祇
洹
寺
経
台
内
功
徳
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
画
地
蔵
菩
薩
像
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
画
盧
舎
那
像
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
画
観
音
菩
薩
像
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
画
瑞
応
像
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
画
迦
毘
羅
王
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
毘
沙
門
天
王
讃
　
一
首

　
　
　
画
釈
迦
像
讃
　
並
序
　
一
首

　
　
　
会
稽
県
令
独
弧
公
画
讃
　
一
首

　
　
　
予
且
画
讃
　
一
首

十
一
、
同
　
　
　
祭
文
　
十
七
首

　
　
　
為
桓
都
督
祭
禹
廟
文
　
一
首

　
　
　
為
睦
州
別
駕
崔
祭
禹
文
　
一
首

　
　
　
劉
明
府
八
日
設
悲
敬
二
田
文
　
一
首

　
　
　
大
善
寺
造
像
文
　
一
首

　
　
　
法
華
寺
造
浄
土
院
文
　
一
首

　
　
　
為
人
父
母
忌
斎
文
　
一
首

　
　
　
為
人
父
忌
祭
文
　
一
首

　
　
　
為
人
母
遠
忌
設
斎
文
　
一
首

　
　
　
為
人
母
祥
文
　
一
首

　
　
　
為
人
妻
祥
設
斎
文
　
一
首

　
　
　
為
人
妻
妊
娠
願
文
　
一
首

　
　
　
為
人
息
神
童
挙
及
第
設
斎
文
　
一
首

　
　
　
為
人
為
息
賽
恩
斎
文
　
一
首

　
　
　
為
母
慶
造
経
成
了
文
　
一
首
　
欠

　
　
　
大
興
寺
造
露
盤
文
　
一
首

　
　
　
為
人
社
斎
文
　
一
首

　
　
　
大
善
寺
造
橋
文
　
一
首

　
　
　
七
月
十
五
日
願
文
　
一
首

十
二
、
北
周
趙
王
招
文
　
七
首

　
　
　
道
会
寺
碑
文
　
一
首

　
　
　
平
常
貴
勝
唱
礼
文
　
一
首

　
　
　
無
常
臨
殯
序
　
一
首

　
　
　
宿
集
序
　
一
首

　
　
　
中
夜
序
　
一
首

　
　
　
薬
師
斎
序
　
一
首

　
　
　
児
生
三
日
満
月
序
　
一
首

十
三
、
釈
僧
亮
　
観
行
内
雑
詩
　
二
首

　
　
　
　
像
法
吟
　
一
首

　
　
　
　
性
浄
法
身
八
詠
　
並
序
　
一
首

第
一
動
会
寂
　
第
二
光
照
融
　
第
三
体
本
末
　
第
四
無
始
終
　
第

五
満
法
界
　
第
六
自
性
充
　
第
七
滅
功
用
　
第
八
理
難
窮

十
四
、
釈
亡
名
　
宝
人
銘
　
並
序
　
一
首

十
五
、
某
　
帰
去
来
詩
　
二
首
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一
三

十
六
、
某
　
隠
去
来
詩
　
三
首

十
七
、
某
　
早
還
林
詩
　
並
序
　
十
首

　
　
　
　
　
附
　
浄
土
・
穢
土
偈
　
二
首

□
□
□
□
□

六

□
□
知

［
某
。
帰
去
来
詩
。
二
首
］

［
作
者
知
ら
ず
　
帰
り
な
ん
い
ざ
の
詩
　
二
首
］①

　
①
「
雑
集
」
の
巻
首
が
欠
落
し
て
い
る
の
で
、
前
後
の
関
係
を
詳
に
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
が
、
仮
に
二
首
と
し
た
。
後
文
に
も
同
名
の
「
帰
去
来
詩

二
首
」
を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
方
は
何
れ
も
七
字
句
を
根
幹
と
し
て
い

る
が
、
第
一
首
は
と
く
に
長
篇
で
、
同
類
の
も
の
と
し
て
は
東
晋
の
陶
淵

明
の
「
帰
去
来
兮
辞
」
の
ご
と
き
、
著
名
な
作
品
が
あ
る
。
敦
煌
か
ら
も

「
帰
去
来
」
七
首
が
出
土
し
て
い
る
（
ｐ
三
〇
五
六
）。
た
だ
し
、
こ
の
断

欠
は
五
字
句
か
ら
な
っ
て
い
る
。

帰
去
来
。
三
界
擾
々
不
レ
可
レ 
居 
。
会
是
帰
二
依
真
徳

△

 
□ 
一
、
除
レ
①
心
掃
レ
意
遊
二

（
本
）

太
虚
一
。
莫
レ
謂
無
レ
心
同
二
木
石
一
、
寂
②
寥
之
外
仍
多
レ

△

 
娯 
。
譬
如
二
日
月
無
レ

△

心
照
、
冥
③
霊
感
応
、
光
自
舒
一
。
悕
二
求
外
行
次
第
実
一
、
不
レ
及
二
身
中
無
価

△

珠
一
。
訇
々

△

諾
〻
無
二
異
④
語
一
、
千
思
万
慮
同
二
一

？

如
一
。
釵
鐺
環
釧
名
雖
レ
別
、

△

捴
二
言
□
体
一
無
二
異 
殊 
一
。
但
言
三
空
宗
無
二
二
行
一
、
勿
下
学
二
二
乗
一
長
中

△

  
□ 
（
専
カ
）

愚
上
。
君
不
レ
見
、
巌
栖
隠
遁
阿
練
師
、
邀
二
身
出
一レ
累
、
実
二
稀

△

 
奇 
一
、
餐
レ
松

△

食
レ
栢
支
二
躯
命
一
。
端
レ
心
静
レ
慮
守
二
威 
儀 
一
、
従
レ
形
信
レ
命
随
二
狼
虎
。
無
レ

△

 

無
レ
慮
懼
二
安 
危 
一
、
匡
坐
二
⑤
長
林
磐
石
上
一
。
遊
二
神
雅
⑥
素
一
快
二
無

△

為
一
、
良
由
猒
二
離
諸
塵
色
一
、
□
□
独
歩
不
二
□ 
飢 
一
。
行
路
〻
難
〻
審
依

△

 
経 
、
△

莫
レ
作
二
門
前
逐
レ
塊
狗
一
。
離
レ
群
別
レ
侶
即
望
レ 
成 
、
不
レ
如
三
□
光
同
二
四

△

衆
一
。
眼
看
二
声
色
一
不
レ
関
レ 
情 
、
五
塵
五
境
能
調
得
。
敵
三
彼
巌
谷
当
二
千

△

 
齢 
一
、
善
観
二
⑦
六
塵
一
無
二
来
去
一
。
百
煩
百
悩
⑧
亦
無
レ

△

 
形 
、
千
思
万
想
皆
心

△

作
、
徴
レ
本
究
レ
末
寂
②
無
レ 
名 
。
△

校
字
。
①
除
。
字
画
未
詳
、
下
文
掃
と
あ
る
を
以
つ
て
除
に
擬
す
。
②
寂
。
作

 

。
③
冥
。
作 

。
④
異
。
字
画
未
詳
、
暫
擬
異
。
⑤
坐
。
作 

。
⑥
雅
。
字

画
未
詳
、
暫
擬
雅
。
⑦
観
。
作 

。
⑧
悩
。
作 

。

　
か
え
り
な
ん
い
ざ
。
三
界
①
は 
擾

々
 ②と
し
て
居
る
べ
か
ら
ず
。
か
な
ら
ず

じ
よ
う
じ
よ
う

こ
れ
真
の
徳
本
に
、
帰
依
す
べ
し
。
心
を
除
③
き
、
意
を 
掃 
い
て
、
太
虚
④
に
遊

は
ら

ば
ん
。 
謂 
う
な
か
れ
、
心
無
き
こ
と
木
石
に
同
じ
と
、

い

 
寂
寥 の
外
に
、
よ
り

せ
き
り
よ
う

て
娯 
し
み
多
し
。

た
の

 
譬 
え
ば
日
月
は
心
な
く
し
て
照
し
、
冥
霊
⑤
は
感
応
し
、
光
は

た
と

自
ら 
舒 
ぶ
る
が
ご
と
し
。
外
の
行
な
い
⑥
の
次
第
に

の

 
実 
る
を

み
の

 悕
 い
求
め
る
は
、
身

ね
が

中
の
価
い
な
き
珠
に
は
及
ば
ず
。 
訇 
々
こ
う

 
諾 
⑦々
も
異
る
の
語
な
く
、
千
思
万
慮
も

だ
く

同
じ
く
一
如
⑧
た
り
。 
釵
鐺 
と

さ
と
う

 
環
釧 
⑨
と
は
名
は
別
な
り
と
い
え
ど
も
、

か
ん
せ
ん

 
□ 
体
を

全
？

 
捴 
べ
言
え
ば
異
殊
な
る
な
し
。
た
だ
に
空
宗
⑩
は
二
行
⑪
無
し
と
言
い
て
、
二

す乗
⑫
を
学
ん
で 
専 
愚
を
長
ぜ
し
め
る
こ
と
な
か
れ
。
君
、
見
ず
や
、

？

 
巌
栖 
し

が
ん
せ
い

 
隠  
遁 
い
ん
 と
ん

す
る
の
阿
練
師
⑬
が
、
身
の

あ
れ
ん
し

 
累 
い
よ
り
出
づ
る
こ
と
を

わ
ず
ら

 
邀 
め
て
、

も
と

 
稀  
奇 
を

き
 
き

 
実 
た
み

さ
ん
と
し
、
松
を 
餐 
い
栢
を
食
べ
て
、

く
ら

 
躯
命 
を
支
え
、
心
を

く
み
よ
う

 
端 
し
、

た
た

 

慮 
を
静

お
も
い

め
、
威
儀
を
守
る
を
。
形
に
従
い
命
を 
信 
べ
、〔

の

 
狼 
〕
虎
⑭
を

？

 
随 
え
る
も
、

し
た
が

 
擾 うれ

（ 

カ
）

□
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一
四

い
無
く
慮 
り
無
け
れ
ば
、
安
危
を

お
も
ん
ぱ
か

 
懼 
れ
ん
。

お
そ

 
匡 
し
く
長
林
の

た
だ

 
盤
石 の
上
に

ば
ん
じ
や
く

坐
し
て
、 
神 
を

こ
こ
ろ

 
雅 
素
⑮
に
遊
ば
し
め
て
、
無
為
を

？

 
快 
し
と
す
。
ま
こ
と
に
由

こ
こ
ろ
よ

り
て 
諸 
の
塵
色
⑯
を

も
ろ
も
ろ

 猒
離
し
、
□
□
と
し
て
独
歩
し
て
□

お
ん

 
飢 
え
ず
。
行
路
は
難

う

し
、
⑰
は
難
け
れ
ば
、 
審 
か
に

つ
ま
び
ら

 
経 
に
依
り
、
門
前
の

き
よ
う

 
塊 
を
逐
う
の

い
し
く
れ

 
狗 
⑱
と
な

い
ぬ

る
こ
と
な
か
れ
。 
群
を
離
れ
、

む
れ

 
侶
に
別
れ
て
、
す
な
わ
ち
成
ず
る
こ
と
を
望
む

と
も

は
［ 
和 
］
光
⑲
の
四
衆
⑳
に
同
じ
な
る
に
は
し
か
ず
。
眼
は
声
色
を

？

 
看 
る
も
、

み

 
情  
こ
こ
ろ

に
は 
関 
ら
ず
、
五
塵
五
境
嬰

を
よ
く

か
か
わ

 
調 
う
。
彼
の

と
と
の

 
巌
谷 
の
ま
さ
に
千
令
影

な
る

が
ん
こ
く

に
敵 
い
、
善
く

か
な

 
六
塵 
映

を
観
ず
れ
ば
来
去
な
し
。
百

ろ
く
じ
ん

 
煩 
百
ぼ
ん

 
悩 
も
ま
た
形
な
く
、
千

の
う

思
万
想
は
皆
、
心
よ
り 
作 
る
。
本
を

お
こ

 
徴 
ら
か
に
し
、
末
を

あ
き

 
究 
む
れ
ば
、

き
わ

 
寂 
と
し

じ
や
く

て
名
づ
く
る
な
し
。

校
註
。
異
字
。
帰
は

に
作
る
。
寂
は 

に
作
る
。
与
は 

に
作
る
。
慮
は 

に
作
る
。
遁
は

に
作
る
。
観
は

に
作
る
。
冥
は

に
作
る
。
関
は

に
作

る
。
得
は 

に
作
る
。
敵
は 

に
作
る
。
以
下
異
字
特
に
異
る
も
の
以
外
は
注

記
し
な
い
。

　
①
三
界
。
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
。
こ
こ
に
は
世
間
と
い
う
に
同
じ
。

　
②
擾
々
。
さ
わ
ぎ
み
だ
れ
る
こ
と
。

　
③
除
心
。
こ
こ
に
は
心
を
は
ら
い
き
よ
め
る
こ
と
。

　
④
太
虚
。
普
通
に
は
大
空
を
い
い
、
虚
空
と
同
じ
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
虚

無
深
玄
の
と
こ
ろ
、「
荘
子
」
知
北
游
に
も
と
ず
く
。

　
⑤
冥
霊
。
冥
海
の
霊
亀
。
一
説
に
は
南
方
に
生
え
た
大
椿
と
い
う
木
名
と
い

い
、「
荘
子
」
逍
遙
遊
、「
列
子
」
湯
問
に
見
え
る
。
後
者
に
「
荊
の
南
に

冥
霊
な
る
も
の
あ
り
、
五
百
歳
を
も
っ
て
春
と
な
し
、
五
百
歳
を
秋
と
な

す
」
と
あ
る
。

　
⑥
外
行
。
外
行
星
（
遊
星
）
の
略
か
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
世
俗
的
行
為
と

そ
の
結
果
の
義
か
。
外
行
は
身
中
に
対
し
て
用
い
て
い
る
。

　
⑦
訇
々
諾
々
。
大
声
を
発
し
て
賛
成
す
る
。
こ
こ
に
は
声
は
大
き
く
て
も
内

容
は
結
局
、
異
ら
な
い
の
義
。

　
⑧
一
如
。
唯
一
絶
対
の
も
の
。
も
の
の
区
別
を
断
つ
こ
と
。
な
お
如
は
前
句

の
居
・
虚
・
娯
・
舒
と
同
韻
。

　
⑨
釵
鐺
・
環
釧
。
か
ん
ざ
し
と
う
で
わ
。
こ
の
二
つ
は
要
す
る
に
装
飾
の
た

め
の
も
の
で
あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。

　
⑩
空
宗
。
三
論
宗
の
別
名
。
一
名
無
相
宗
と
も
い
う
。「
中
論
」「
百
論
」「
十

三
門
論
」
を
所
依
と
し
て
、
空
・
無
相
・
八
不
中
道
の
理
を
宣
揚
す
る
学

派
で
あ
る
の
で
、
か
く
名
付
け
る
。
さ
ら
に
「
智
度
論
」
も
加
わ
っ
た
。

「
般
若
経
」
は
般
若
波
羅
蜜
（praj

    n  ā  -param
it

      
  ā  
）
を
説
く
が
、
こ
れ
は
智

慧
の
完
成
の
義
と
い
い
、
智
慧
と
は
空
の
智
慧
で
あ
り
、
こ
の
空

（Ś  ū  nya

   
）
は
大
乗
経
典
を
つ
ら
ぬ
く
思
想
で
あ
る
。
か
く
て
こ
れ
を
論
究

す
る
の
が
こ
の
学
派
の
立
場
で
あ
る
。

　
⑪
無
二
行
。
唯
一
無
比
の
お
こ
な
い
（
修
行
）。

　
⑫
二
乗
。
乗
と
は
衆
生
を
運
ん
で
、
生
死
の
海
を
渡
る
乗
物
の
こ
と
。
こ
こ

に
は
声
聞
・
菩
薩
、
す
な
わ
ち
大
小
の
二
乗
で
あ
る
か
。
あ
る
い
は
三
論

宗
の
破
耶
顕
正
の
二
門
を
さ
す
か
。
ま
た
は
真
俗
二
諦
乃
至
空
有
の
見
の

ご
と
き
を
指
す
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
⑬
阿
練
師
。
梵
語A

ranya

 
     
（
阿
羅
若
）
を
求
め
る
師
僧
。
阿
羅
若
は
空
寂
と

訳
す
。

　
⑭
□
虎
。
猛
虎
の
た
ぐ
い
か
。
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五

　
⑮
雅
素
。
優
雅
素
常
の
略
。
み
や
び
や
か
な
も
の
と
け
が
れ
な
い
こ
と
。
あ

る
い
は
潔
白
な
こ
と
。

　
⑯
塵
色
。
世
俗
の
け
が
れ
。

　
⑰
行
路
々
難
々
。
行
路
難
路
難
の
略
。
下
の
路
難
は
次
句
に
続
く
。

　
⑱
逐
塊
狗
。
知
の
な
い
も
の
は
［
結
］
果
の
み
も
と
め
て
、［
原
］
因
に
つ

い
て
考
え
ぬ
。
あ
た
か
も
塊
を
追
う
犬
の
、
塊
を
投
げ
る
人
を
き
わ
め
る

こ
と
を
し
な
い
の
に
た
と
え
る
。

　
⑲
［
和
］
光
。「
老
子
」
の
「
そ
の
光
に
和
し
て
、
そ
の
塵
に
同
じ
く
す
」。

仏
語
と
し
て
は
仏
菩
薩
の
威
徳
の
光
を
和
げ
て
、
諸
の
悪
人
に
近
づ
き

種
々
の
身
を
示
現
し
、
ま
た
悪
人
と
同
処
し
て
こ
れ
に
染
ま
ら
な
い
こ
と
。

（
和
光
同
塵
）
─
─
涅
槃
経
六
─
─

　
⑳
四
衆
。
比
丘
、
比
丘
尼
、
憂
婆
塞
、
憂
婆
夷
。
ま
た
は
発
起
衆
、
当
機
衆
、

影
向
衆
、
結
縁
衆
を
い
う
。
こ
こ
に
は
仏
教
を
信
ず
る
す
べ
て
の
衆
生
。

こ
の
二
句
は
声
門
独
覚
と
い
う
小
乗
的
態
度
に
対
し
、
わ
れ
と
一
切
衆
生

と
と
も
に
菩
薩
道
を
行
ず
る
大
乗
的
行
為
に
し
か
ざ
る
を
い
う
。

　
嬰
五
塵
・
五
境
。
五
塵
と
は
色
・
声
・
香
・
味
・
触
。
五
境
は
眼
・
耳
・
鼻
・

舌
・
身
。
倶
舎
論
で
は
こ
れ
を
合
せ
て
十
法
と
い
い
、
色
法
十
一
種
中
に

数
え
て
い
る
。
調
、
調
御
・
調
伏
な
ど
の
略
。

　
影
千
齢
。
千
歳
と
同
じ
。
長
き
年
月
の
形
容
。

　
映
六
塵
。
五
塵
に
さ
ら
に
識
乃
至
法
を
加
え
た
も
の
。
一
に
六
根
・
六
境
・

六
識
な
ど
と
も
い
い
、
人
間
の
感
覚
や
意
識
を
分
け
、
こ
れ
を
仏
教
の
認

識
論
や
存
在
論
の
基
本
乃
至
出
発
点
と
す
る
分
類
的
一
括
名
。
色
・
声
・

香
・
味
・
触
・
法
は
心
と
垢
染
す
る
所
縁
と
な
る
と
い
う
に
も
と
ず
き
六

塵
と
い
う
。

  
　
居
・
虚
・
娯
・
舒
・
如
。
奇
・
儀
・
危
・
為
・
飢
・
経
・
成
・
情
・
齢
・

形
・
名
は
同
韻
。

帰
去
来
。
他
郷
不
二
久 
安 
一
、
不
レ
如
レ
還
二
帰
無
相
宅
一
。
方
寸
之
地
容
二
涅

△

 
槃 
一
、
三
千
世
界
同
二
居
止
一
①
。
恒
沙
雑
類
共
一

△

 
般 
、
山
河
出
入
皆
無
レ
妨
。
本

△

不
レ
嫌
二
狭
②
亦
不
一レ
寛
、
譬
若
下
須
弥
入
二
芥
子
一
。
往
来
無
礙
中
現
上
、
恒
沙

菩
薩
道
場 
端 
。
観
二
此
逍
遙
栖
レ
神
処
一
③
、
三
径
六
道
悉
荒

△

 
残 
。
急
手
安
レ
心

△

持
二
浄
戒
一
。
勿
レ
使
二
頭
白
歳
将
一レ 
蘭 
。
△

校
字
。
①
止
。
作

。
②
狭
。
原
文
作
陜
、
敢
而
改
之
。
③
処
。
作 

。

　
帰
り
な
ん
い
ざ
。
他
郷
は
久
安
な
ら
ず
。
無
相
の 
宅 
①
に
還
帰
す
る
に
は
し
か

い
え

ず
。
方
寸
②
の
地
と
い
え
ど
も 
涅
槃 
を
容
れ
、
三
千
世
界
③
は
居
止
を
同
じ
く

ね
は
ん

す
。 
恒
沙 
④
の
雑
類
と
共
に
一
般
た
り
、
山
河
に
出
入
し
て
、
皆

こ
う
さ

 
妨 
ぐ
る
な
し
。

さ
ま
た

も
と
よ
り
き
ら
わ
ず
狭
く
ま
た 
寛 
か
ら
ざ
る
を
。

ひ
ろ

 
譬 
え
れ
ば

た
と

 
須
弥 
の 
芥
子 
に
入

し
ゆ
み
 

か
い
し

る
⑤
が
ご
と
し
。
往
来
は
無 
礙 
に
し
て
、

げ

 
復 
⑥
ま
た
 
中 
ほ
ど
に
現
わ
れ
、
恒
沙
の
菩
薩

な
か

の
道
場
は
端
し
。

た
だ

 
逍
遙 と
し
て

し
よ
う
よ
う

 
神 
を

こ
こ
ろ

 
栖 
ま
し
む
る
の
処
を

す

 
観 
れ
ば
、
三
径
⑦

か
ん
ず

六
道
⑧
は
こ
と
ご
と
く
荒
残
た
り
。
手
を 
急 
が
せ
、
心
を
安
ん
じ
浄
戒
⑨
を

い
そ

 
持 
し
じ

て
、
頭
白
の
歳
を
し
て
蘭
を
ら
ん

 
将 
ら
し
む
る
⑩
な
か
れ
。

と

　
①
無
相
の
宅
。
衆
く
の
す
が
た
か
た
ち
（
相
）
を
絶
し
た
真
理
の
す
み
か
。

　
②
方
寸
。
一
寸
四
方
、
す
な
わ
ち
わ
ず
か
の
面
積
。

　
③
三
千
世
界
。
三
千
大
世
界
。
須
弥
山
を
中
心
に
七
山
八
海
を
交
互
に
め
ぐ

ら
し
、
鉄
囲
山
を
外
郭
と
し
て
こ
れ
を
一
小
世
界
と
い
い
、
そ
の
千
倍
が
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六

小
千
世
界
、
さ
ら
に
千
倍
を
中
千
世
界
、
さ
ら
に
千
倍
し
て
大
千
世
界
と

い
う
。
居
止
。
住
居
・
居
住
。
そ
の
住
居
が
三
千
世
界
に
等
し
い
広
さ
を

持
っ
て
い
る
の
義
。

　
④
恒
沙
。
ガ
ン
ジ
ス
河
の
砂
の
数
、
莫
大
に
し
て
無
限
に
近
き
こ
と
。
山
河
。

こ
こ
に
は
諸
地
域
を
い
う
。

　
⑤
須
弥
入
芥
子
。
須
弥
山
は
高
八
万
四
千
由
旬
あ
り
と
い
う
大
山
で
、
巨
大

な
も
の
が
芥
子
粒
の
ご
と
き
小
さ
な
も
の
に
自
由
に
出
入
す
る
こ
と
。

（「
維
摩
経
」
不
思
議
品
に
見
ゆ
）

　
⑥
復
。
ま
た
、
あ
る
い
は
と
も
訓
む
。

　
⑦
三
径
。
陶
淵
明
の
帰
去
来
詩
に
も
、
三
径
荒
に
つ
く
も
松
菊
な
お
存
す
、

と
あ
る
。
復
世
隠
士
の
い
る
と
こ
ろ
を
指
し
て
い
う
。

　
⑧
六
道
。
地
獄
・
餓
鬼
・
畜
生
・
修
羅
・
人
間
・
天
上
。
た
だ
し
、
こ
こ
は

三
径
の
対
句
で
、
世
間
を
指
す
の
で
あ
ろ
う
。
三
径
六
道
、
出
世
間
の
清

浄
界
と
俗
世
間
。

　
⑨
浄
戒
。
戒
律
を
守
っ
て
清
浄
な
生
活
を
い
と
な
む
こ
と
。

　
⑩
将
蘭
。
採
蘭
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
蘭
は
香
り
高
き
植
物
、
闌
す
な
わ
ち
「
た

け
な
わ
」
と
音
通
。
頭
白
の
老
境
に
お
い
て
若
き
と
き
な
す
べ
き
を
怠
っ

た
後
悔
を
い
だ
く
こ
と
な
か
れ
の
義
と
思
う
が
、
典
拠
未
詳
。

　
○
安
・
槃
・
般
・
寛
・
ま
た
端
・
残
・
蘭
な
ど
同
韻
。

王
居
士
涅
槃
詩
　
廿
五
首
　
　
　
輔
賢

善
星
翻
入
レ
地
、
槃
特
倒
生
レ
天
。
直
須
レ
持
二
一
偈
一
、
何
労
レ
脩
二
四
禅
一
。
塵

生
二
後
身
後
一
、
業
起
二
前
心
前
一
。
豈
仮
レ
多
二
営
務
一
、
無
為
即
自
然
。

野
馬
誰
言
レ
有
、
浮
雲
本
自
無
。
雖
レ
論
レ
入
二
聖
位
一
、
終
是
隧
二
凡
夫
一
。
尚
レ

道
為
二
生
乳
一
、
何
由
見
二
孰
蘇
一
。
攅
揺
功
已
薄
、
詎
得
レ
出
二
醍
醐
一
。

王
居
士
の
涅
槃
の
詩
　
二
十
五
首
　
賢
に
や
く
だ
た
し
む
。

　 
善
星 ①
は

ぜ
ん
じ
よ
う

 
翻 
っ
て
地
に
入
り
、

ひ
る
が
え

 
槃
特 
②
は

は
ん
た
か

 
倒 
に
天
に

さ
か
さ
ま

 
生 
る
。

う
ま

 
直 
に
す
べ

た
だ

か
ら
く
一
偈
③
を
持
す
べ
く
、
何
ぞ
労
さ
ん
四
禅
④
を
修
む
る
の
こ
と
を
。 
塵 
は
ち
り

後
身
の
後
よ
り
生
じ
、 
業 
は
前
心
の
前
よ
り
起
る
⑤
。
あ
に
営
務
の
多
き
を

ご
う

 
仮 
ら
か

ん
や
、
無
為
は
す
な
わ
ち
自
ら
然
り
。

　
①
善
星
。
善
星
王Iks

   v  ā  ku    
の
こ
と
。
仏
が
太
子
で
あ
っ
た
と
き
の
子
と
い

い
、
出
家
し
て
十
二
部
経
を
読
誦
し
て
煩
悩
を
断
ち
、
第
四
禅
定
を
発
得

し
、
さ
と
り
の
道
に
す
す
む
べ
き
身
分
で
あ
っ
た
が
、
悪
友
の
た
め
に
解

脱
を
失
い
、
生
き
な
が
ら
無
間
地
獄
に
お
ち
た
の
で
、
後
に
闡
提
比
丘
と

も
称
さ
れ
た
。
闡
提
と
は
不
信
、
不
成
仏
の
意
で
、
こ
の
王
子
が
遂
に
さ

と
り
を
う
る
に
至
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
の
命
名
。

　
②
槃
特
。
半
託
迦Panthaka

          
の
こ
と
。
兄
弟
二
人
あ
り
、
兄
を
大
路
辺
王
、

一
に
大
路
と
い
い
、
弟
は
小
路
辺
王
、
一
に
愚
路
と
い
う
。
共
に
路
上
に

生
ま
れ
た
。
兄
は
聡
明
、
弟
は
愚
鈍
で
あ
っ
た
が
、
共
に
出
家
し
て
羅
漢

果
を
証
し
た
と
い
う
。
倒
は
反
対
に
云
々
の
義
。

　
③
一
偈
。
こ
こ
に
は
諸
行
無
常
、
是
生
滅
法
の
ご
と
き
唯
一
の
偈
文
を
指
し

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

　
④
四
禅
。
観
・
練
・
薫
・
修
の
四
種
の
禅
定
。
一
に
四
禅
定
と
い
う
。
一
事

を
守
る
べ
く
、
多
岐
に
わ
た
る
修
行
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
と
の
義
。
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⑤
塵
。
仏
語
で
は
も
と
梵
語

rajas

 
      

の
訳
。
煩
悩
を
指
す
。
業
は
梵
語 

karm
an

   
   
の
訳
。
生
け
る
も
の
の
身
・
口
（
語
）・
意
に
よ
っ
て
造
作
さ
れ

る
も
の
。

　
　
後
身
後
と
前
心
前
は
対
句
。
煩
悩
や
業
報
は
人
々
に
対
し
て
先
天
的
に
付

随
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
を
払
い
除
く
た
め
の
い
と
な

み
を
敢
て
行
う
必
要
は
な
い
。
む
し
ろ
「
老
子
」
の
無
為
自
然
こ
そ
依
る

べ
き
で
あ
る
の
意
で
あ
ろ
う
。

　
野
馬
①
は
誰
か
有
り
と
い
う
、
浮
雲
も
本
は 
自 
ら
無
し
。

お
の
ず
か

 
聖
位 
②
に
入
る
を

し
よ
う
い

論
ず
る
と
い
え
ど
も
終
に
こ
れ
、
凡
夫
に
隧
［

つ
い

 
墜 
］③
ん
。

お
ち

 
尚 
道
び
き
て
生
乳
と

な
お

な
さ
ば
、
何
に
由
り
て
孰
［ 
熟 
］

じ
ゆ
く

蘇 
④
を
見
ん
や
。

そ

 
攅 
め
あ
つ

揺 
す
の

う
ご
か

 
功 
す
で
に

い
さ
を

薄
け
れ
ば
、

う
す

 

詎 
ん
ぞ
、

い
ず
く

醍
醐 
を
出
す
を
得
ん
や
。

だ
い
ご

　
①
野
馬
。
か
げ
ろ
う
。
か
げ
ろ
う
や
う
き
雲
は
本
来
把
握
で
き
な
い
性
質
の

も
の
で
あ
る
。

　
②
聖
位
。
三
乗
の
聖
果
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
け
だ
か
い
位
。「
華
厳
経
」
巻
二

六
に
「
願
く
は
一
切
衆
生
、
速
に
聖
位
に
入
ら
ん
こ
と
を
」
と
あ
り
、
尊

位
な
ど
と
い
う
に
同
じ
で
あ
ろ
う
。

　
③
隧
。
墜
と
同
じ
く
、
お
ち
い
る
こ
と
。
こ
の
二
句
は
ま
こ
と
の
修
道
に
よ
っ

て
得
た
聖
位
で
な
け
れ
ば
、
凡
夫
の
仲
間
と
変
り
な
き
こ
と
を
詠
じ
て
い

る
。

　
④
孰
蘇
。
熟
酥
と
同
じ
。
牛
乳
か
ら
作
ら
れ
た
よ
き
飲
料
。
醍
醐
は
五
味
の

一
と
い
い
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
生
ず
る
精
良
な
最
高
の
飲
物
。「
涅
槃
経
」

に
、「
譬
如
下
徒
レ
牛
出
レ
乳
、
徒
レ
乳
出
レ
酪
、
徒
レ
酪
出
二
生
酥
一
、
徒
生

酥
出
二
熟
酥
一
、
徒
二
熟
酥
一
出
二
醍
醐
一
、
醍
醐
最
上
上
。」
と
あ
る
。
生
乳

→
熟
酥
→
醍
醐
と
次
第
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
袋
ま

た
は
桶
に
入
れ
、
ゆ
り
う
ご
か
し
て
は
じ
め
て
最
高
の
美
味
が
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
こ
の
詩
句
い
さ
さ
か
表
現
が
抽
象
的
で
訓
読
に
く
る
し
む
。

薬
樹
雖
二
良
薬
一
、
医
王
定
善 
医 
、
生
盲
不
レ
可
レ
療
、
死
病
若
為
レ

△

 
治 
。
栴
陁
漸

△

臨
通
、
羅
刹
転
愚
痴
、
正
念
猶
二
須
正
一
、
思
惟
宜
二
更

△

 
思 
一
。

△

身
形
成
レ
大
地
、
□
①
骨
煩
悩 
瑣 
。
□
□
□
□
□
②
、
尚
着
二
無
明

△

 
枷 
一
。
六
塵
倶

△

是
賊
、
四
大
並
如
レ
 虵
 。
若
須
レ
澄
二
苦
浪
一
、
応
三
先
滅
二
愛

△

 
華 
一
。

△

校
字
。
①
□
、
案
一
字
脱
落
。
②
疑
一
句
五
字
脱
落
。

　
薬
樹
は
良
薬
に
し
て
、
医
王
①
は 
定 
ず
善
医
な
り
と
い
え
ど
も
、
生
れ
な
が

か
な
ら

ら
の
盲 
は

め
し
い

 
療 
す
べ
か
ら
ず
、
死
病
は
い
ず
く
ん
ど
治
を
な
さ
ん
や
。

い
や

 
栴
陁 
②
も

せ
ん
だ

 
漸 
ん
で
臨
通
し
、

す
す

 
羅
刹 
③
も

ら
せ
つ

 
愚
痴 
を

マ
マ

 
転 
せ
ん
。

て
ん

 
正
念 ④
を
し
て
な
お
須
ら
く
正

し
よ
う
ね
ん

す
べ
く
、
思
惟
を
し
て
、
よ
ろ
し
く
更
に
思
う
べ
し
。

　
①
医
王
。
医
中
の
王
、
仏
を
称
賛
し
て
医
王
に
譬
え
る
。「
無
量
義
経
」
は
医

王
、
大
医
王
、
病
相
を
分
別
し
て
、
薬
性
を
暁
了
し
、
病
に
し
た
が
っ
て

薬
を
授
け
、
衆
生
を
し
て
服
せ
し
む
と
あ
り
、
ま
た
薬
師
如
来
の
別
名
と

し
て
用
い
る
。
た
だ
し
、
こ
こ
に
は
薬
樹
と
相
対
し
、
名
医
を
い
う
。

　
②
栴
陁
。
栴
陁
羅
の
略
。
栴
陁
羅
は
梵
語C

an

  
  d  ā  la    
の
訳
。
一
に
険
悪
人
、

主
殺
人
、
治
狗
人
な
ど
と
も
い
う
。
も
っ
と
も
下
賤
な
イ
ン
ド
種
族
の
一
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一
八

と
い
う
。「
法
顕
伝
」
に
「
栴
荼
羅
は
名
づ
け
て
悪
人
と
な
す
。
人
と
別

居
し
、
も
し
城
市
に
入
ら
ば
則
ち
木
を
う
ち
て
以
っ
て 
自
ら
異
に
す
。
人

す
な
わ
ち
知
り
て
こ
れ
を
さ
け
、
相
搪
突
す
る
な
し
」
云
々
と
み
え
る
。

臨
通
。
こ
こ
に
は
一
般
の
人
々
と
交
る
よ
う
に
な
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
③
羅
刹
。
悪
鬼
の
総
称
。
転
。
転
化
す
る
の
義
。
導
く
こ
と
よ
ろ
し
け
れ
ば

善
に
い
た
る
の
義
。

　
④
正
念
。
八
聖
道
の
一
。
部
分
別
と
は
な
れ
て
法
の
実
性
を
念
ず
る
こ
と
。

正
念
と
思
惟
を
し
て
さ
ら
に
精
進
せ
し
め
る
な
ら
ば
、
栴
荼
羅
も
羅
刹
も
、

人
々
の
き
ら
う
こ
と
な
き
境
地
に
い
た
る
こ
と
を
い
う
。

　
身
形
は
大
を 
成 
ず
る
の
地
、
□
骨
は

じ
よ
う

 
煩
悩 
の

ぼ
ん
の
う

 
瑣 
た
り
①
。
□
□
□
□
□
②
、

く
さ
り

な
お
無
明
の
枷
を
着
く
③
。
六

か
せ

塵
④
は
と
も
に
こ
れ
賊
に
し
て
、
四
大
⑤
は
な
ら

じ
ん

び
に
 虵
の
ご
と
し
。
も
し
苦
労
を
澄
ま
す
を
も
ち
い
な
ば
、
ま
さ
に
先
ず
愛
華
⑥

だ

を
滅
す
べ
し
。

　
①
骨
。
心
骨
ま
た
は
骨
肉
な
ど
と
い
う
語
の
脱
字
で
あ
ろ
う
。
身
形
の
対
句

で
あ
る
。
瑣
。 
鎖 
に
通
ず
。

く
さ
り

　
②
こ
の
詩
は
も
と
八
句
で
、
五
字
一
句
脱
落
と
す
べ
く
、
瑣
・
枷
・
虵
・
華

が
同
韻
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
間
に
五
字
の
脱
落
が
あ
る
と
解
し
た
い
。

　
③
無
明
枷
。
無
明
は
痴
の
異
名
。
愚
痴
の
枷
に
し
ば
ら
れ
、
真
実
の
も
の
を

得
な
い
こ
と
。

　
④
六
塵
。
一
に
六
境
と
も
い
う
。
六
識
の
所
縁
と
な
る
六
種
の
垢
染
（
け
が

れ
）。
前
註
。

　
⑤
四
大
。
地
・
水
・
火
・
風
。
天
地
ま
た
は
人
体
を
構
成
す
る
四
大
原
素
で
、

人
体
は
や
が
て
分
裂
し
て
死
に
い
た
る
の
で
、
し
ば
し
ば
四
虵
─
─
蛇
の

俗
字
─
─
に
例
え
ら
れ
る
。「
最
勝
王
経
」
五
に
「
譬
う
れ
ば
機
関
の
業
に

よ
っ
て
転
ず
る
が
ご
と
し
。
地
水
火
風
と
も
に
身
を
成
じ
、
か
の
因
縁
に

よ
っ
て
異
果
を
招
き
、
同
じ
く
一
処
に
在
り
て
相
違
害
し
、
四
毒
蛇
の
一

篋
に
居
る
ご
と
し
。
地
水
二
蛇
は
多
く
沈
下
し
、
風
火
の
二
蛇
は
性
軽
挙

な
り
。
こ
の
違
背
に
よ
り
衆
病
生
ず
」
と
あ
り
、「
智
度
論
」
十
二
に
も

「
篋
中
に
四
蛇
あ
り
、
…
四
毒
蛇
は
四
大
な
り
」
と
、
見
え
る
。
そ
の
他

「
大
般
涅
槃
経
」、
空
海
「
性
霊
集
」
為
二
酒
人
内
公
主
一
遺
言
に
も
「
四

蛇
、
身
府
に
相
闘
う
」
と
あ
る
。

　
⑥
愛
華
。
愛
欲
執
着
を
い
う
。

愛
河
無
二
復
底
一
、
劫
石
詎
論
レ 
年 
。
五
蓋
長
相
蓋
、
十
纏
由
見

△

 
纏 
。
空
驚
二
狂

△

象
酔
一
、
終
共
二
睡
虵
一 
眠 
。
若
知
二
身
可
一レ
畏
、
宜
三
速
救
二
頭

△

 
然 
一
。

△

劫
々
皆
賢
劫
、
人
〻
尽
世 
人 
。
直
計
二
同
レ
名
者
一
、
応
レ
如
二
大
地

△

 
塵 
一
。
並

△

列
二
無
為
処
一
、
倶
成
二
不
壊 
身 
一
。
独
悲
三
逃
迸
子
、
猶
著
二
死
生

△

 
輪 
一
。

△

　
愛
河
①
に
は
ま
た
底
な
し
、 
劫
石 ②
は
い
ず
く
ん
ぞ
年
を
論
ぜ
ん
。
五

ご
う
し
や
く

 
蓋 
③
は

が
い

 
長 
え
に
相

と
こ
し

 
蓋 
い
、
十

お
ヽ

 
纏 
④
は
よ
り
て

て
ん

 
見 
⑤
に

げ
ん

 
纏 
わ
る
。
空
し
く
狂
象
⑥
の
酔
に
お

ま
つ

ど
ろ
く
も
、
終
に
は
睡
虵
と
共
に
眠
る
。
も
し
身
の

す
い
だ

 
畏 
る
べ
き
を
知
ら
ば
、
よ

お
そ

ろ
し
く
速
か
に
頭
の
然
ゆ
る
⑦
を
救
う
べ
し
。

も

　
①
愛
河
。
愛
欲
を
河
に
た
と
え
る
。
こ
こ
に
は
愛
欲
の
際
限
な
き
を
い
う
。

　
②
劫
石
。
劫
は
遠
大
無
限
の
時
間
。
盤
石
劫
と
も
い
い
、
大
石
山
を
軟
い
布
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一
九

で
払
い
、
大
石
の
摩
滅
す
る
に
要
す
る
年
月
。「
智
度
論
」
五
に
、
四
十
里

の
大
城
に
芥
子
を
満
た
し
、
長
寿
の
人
あ
り
て
、
百
歳
に
一
た
び
来
り
、

一
の
芥
子
を
と
り
、
一
の
芥
子
を
つ
く
る
も
、
劫
は
な
お
つ
き
ざ
る
な
り

と
形
容
す
る
。

　
③
五
蓋
。
心
性
を
蓋
せ
覆
い
て
善
法
を
生
ぜ
し
め
な
い
五
種
の
障
害
。
す
な

わ
ち
、
食
欲
・
瞋
恚
・
睡
眠
・
悼
悔
・
疑
法
。

　
④
十
纏
。
十
種
の
妄
惑
。
衆
生
を
纏
縛
し
て
生
死
を
出
で
し
め
ず
、
ま
た
涅

槃
を
証
せ
し
め
な
い
も
の
。
無
慚
・
無
愧
・
嫉
・
慳
・
慎
・
睡
眠
・
掉
挙
・

昏
沈
・
瞋
忿
・
覆
。

　
⑤
見
。
現
在
の
現
と
も
通
ず
。
あ
る
い
は
見
纏
と
し
て
ま
つ
わ
ら
る
と
こ
ろ

と
受
身
に
読
め
る
。

　
⑥
狂
象
の
酔
。
釈
迦
の
酔
象
調
伏
の
説
話
に
も
と
づ
く
。
さ
か
り
の
つ
い
た

象
。「
法
苑
珠
林
」
に
、
譬
へ
ば
王
が
酔
象
を
放
つ
が
ご
と
く
、
牙
の
利

（
す
る
ど
）
く
、
凶
悪
に
し
て
、
遇
う
も
の
皆
死
す
云
々
と
あ
る
。
狂
象

と
毒
竜
に
苦
し
め
ら
れ
る
譬
え
は
「
雑
譬
喩
経
」
巻
四
な
ど
に
見
え
る
。

睡
蛇
は
死
の
せ
ま
る
こ
と
。
妄
心
の
狂
い
迷
う
を
た
と
え
た
も
の
。

　
⑦
頭
然
。
然
は
燃
に
通
ず
。
頭
上
で
火
が
も
え
る
こ
と
、
急
遽
救
う
べ
き
も

の
、
す
な
わ
ち
危
急
に
た
と
え
る
。
暗
に
「
法
華
経
」
譬
喩
品
の
火
宅
の

譬
え
を
さ
す
か
と
思
わ
れ
る
。

　
劫
々
は
皆
、
賢
劫
①
、
人
々
は
こ
と
ご
と
く
世
人
な
り
。
直
だ
に
名
の
同
じ
き

も
の
を
計
れ
ば
、
ま
さ
に
大
地
の 
塵 
の
ご
と
か
る
べ
し
。
並
び
に
無
為
の

ち
り

虚
に
お
か

い
た
り
、 
倶 
に
と
も

 
不  
壊 
の
身
を
成
ぜ
ん
。
独
り

ふ
 
え

 
逃
迸
子 
②
が
、
な
お
死
生
の
輪
に
つ

と
う
ほ
う
し

く
を
悲
し
む
。

　
①
賢
劫
。
梵
語

B
hadra-K

alpa

  
       
     
の
訳
。
す
な
わ
ち
過
去
の
荘
厳
劫
、
未
来

の
星
宿
劫
に
対
し
て
、
現
在
の
住
劫
と
い
い
、
千
山
賢
聖
の
出
生
す
る
時

分
の
こ
と
。

　
②
逃
迸
子
。
世
俗
の
な
ら
わ
し
か
ら
の
が
れ
て
安
心
を
も
と
め
る
人
。
迸
（
ほ

う
ま
た
は
ひ
や
う
）、
は
し
り
の
が
れ
る
。
逃
避
と
い
う
に
同
じ
。
こ
の

詩
意
は
無
為
の
境
地
に
お
い
て
金
剛
不
壊
の
身
を
成
ず
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
さ
と
り
を
求
め
る
こ
と
か
ら
逃
避
し
よ
う
と
し
て
も
、
生
死
の
輪
廻

か
ら
は
の
が
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
詠
じ
て
い
る
。

苦
空
誰
得
レ
際
、
生
死
無
レ
為
レ 
窮 
。
已
経
二
三
大
劫
一
、
猶
帯
二
九
居

△

 
中 
一
。
欲
レ

△

出
二
焼
然
界
一
、
須
レ
持
二
精
進 
弓 
一
。
何
由
二
苦
海
上
一
、
忽
遇
二
涅
槃

△

 
風 
一
。

△

何
為
レ
出
二
世
俗
一
、
本
欲
レ
避
二
塵 
喧 
一
。
身
尚
如
二
丘
井
一
、
心
猶
レ
似
二
戯

△

 
猨 
一
。
蓋
纏
恒
見
蓋
、
煩
悩
更
相

△

 
煩 
。
必
願
レ
防
二
三
毒
一
、
応
レ
当
レ
備
二
①
四

△

 
怨 
一
。

△校
字
。
①
備
。
作
原
本

。

　
苦
と
空
と
は
誰
か 
際 
る
を
得
ん
や
、
生
と
死
と
は

か
ぎ

 
窮 
ま
る
を
な
す
な
し
①
。
す

き
わ

で
に
三
大
劫
①
を
経
る
も
、
な
お
、
九
居
中
②
を 
帯 
ぶ
。
焼
然
の
界
③
を
出
で
ん

お

と
欲
す
れ
ば
、
す
べ
か
ら
く
精
進
の
弓
④
を
持
つ
べ
し
。
何
す
れ
ぞ
苦
海
⑤
の
上

よ
り
も
、
忽
ち
に
涅
槃
の
風
⑥
に
遇
わ
ん
や
。

　
①
際
。
際
限
（
は
て
、
か
ぎ
り
）。
苦
と
空
。「
般
若
心
経
」
に
い
う
「
観
自
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二
〇

在
菩
薩
が
深
く
般
若
波
羅
蜜
多
を
行
ず
る
の
と
き
、
五
蘊
は
皆
空
な
り
と

昭
見
し
て
、
一
切
の
苦
厄
を
度
し
た
ま
う
」
と
見
え
る
。
た
だ
し
、
こ
こ

に
い
う
空
は
必
ず
し
も
般
若
思
想
に
も
と
ず
く
も
の
と
は
思
れ
な
い
が
、

「
心
経
」
で
は
さ
ら
に
色
即
是
空
、
空
即
是
色
と
い
い
、
こ
の
悟
り
に
達
す

れ
ば
苦
集
滅
道
も
無
し
と
し
て
い
る
。
生
と
死
。
生
死
は
輪
廻
し
て
、
無

始
無
終
と
い
う
。
苦
空
と
生
死
は
と
も
に
輪
廻
の
関
係
に
あ
り
と
す
る
。

　
②
三
大
劫
。
一
に
三
劫
・
三
阿
僧
祇
劫
と
も
い
う
。
阿
僧
祇
は
無
限
の
時
間
。

九
居
中
。
九
有
情
居
・
九
衆
生
居
の
略
。
衆
生
が
楽
し
み
住
す
る
こ
と
を

願
う
九
つ
の
場
所
（
欲
界
の
人
天
・
梵
衆
天
・
極
光
浄
天
・
遍
浄
天
・
無

想
天
・
空
無
辺
処
・
識
無
辺
処
・
無
所
有
処
・
非
想
非
非
想
処
。
帯
は
附

随
し
て
存
在
す
る
の
義
で
、
如
何
な
る
時
限
で
も
願
い
は
附
随
す
る
。

　
③
焼
然
界
。
火
宅
す
な
わ
ち
煩
悩
の
世
界
を
さ
す
。「
法
華
経
」
譬
喩
品
の
三

車
火
宅
。（
七
喩
の
一
）

　
④
精
進
弓
。
智
恵
を
箭
、
精
進
を
弓
に
た
と
え
る
。

　 
（
⑤
欠
）

　
⑥
涅
槃
風
。
悟
り
に
到
着
せ
し
む
る
風
。「
涅
槃
経
」
巻
九
に
「
こ
の
と
き

た
ち
ま
ち
大
乗
の
大
涅
槃
の
風
に
あ
い
て
、
随
順
し
て
吹
か
れ
て
ア
ノ
ク

タ
ラ
サ
ン
ミ
ヤ
ク
サ
ン
菩
提
─
─
あ
ま
ね
く
一
切
の
真
理
を
悟
る
無
上
の

智
慧
─
─
に
向
う
」
と
あ
る
。

　
何
す
れ
ぞ
世
俗
を
出
づ
る
を
な
す
や
、
も
と 
塵
喧 
を
避
け
ん
と
欲
す
れ
ば
な

じ
ん
け
ん

り
。
身
は
な
お
丘
井
①
の
ご
と
く
、
心
は
な
お
戯
猨
②
に
似
た
り
。 
蓋
纏
③
は
つ

が
い
て
ん

ね
に
蓋
う
を
見
、

お
お

 
煩
悩 
は
さ
ら
に
相

ぼ
ん
の
う

 
煩 
う
。
必
ず
三
毒
④
を
防
が
ん
こ
と
を
願

わ
ず
ら

わ
ば
、
ま
さ
に
四
恕
⑤
に
備
う
べ
し
。

　
①
丘
井
。
身
の
老
朽
し
て
役
に
立
た
な
い
こ
と
を
丘
墟
の
枯
井
（
廃
墟
の
用

い
ら
れ
な
く
な
っ
た
井
戸
）
に
た
と
え
る
。

　
②
戯
猨
。
猿
芝
居
の
猿
。
意
馬
心
猿
な
ど
猿
は
し
ば
し
ば
欲
望
の
狂
い
や
す

い
こ
と
に
た
と
え
る
。
俗
世
界
の
け
が
れ
や
わ
ず
ら
わ
し
さ
を
避
け
よ
う

と
し
て
も
、
な
お
煩
悩
を
離
脱
で
き
な
い
。

　
③
蓋
纏
。
五
蓋
十
纏
の
略
。
こ
こ
に
は
世
俗
の
わ
ず
ら
い
。
あ
る
い
は
煩
悩

を
い
う
。

　
④
三
毒
。
衆
生
の
善
心
を
害
す
る
三
種
の
煩
悩
。
貪
欲
・
瞋
恚
・
愚
痴
の
三

つ
を
い
う
。「
法
華
経
」
譬
喩
品
そ
の
他
に
見
ゆ
。

　
⑤
四
怨
。
煩
悩
魔
・
死
魔
・
陰
魔
・
天
子
魔
の
四
魔
の
こ
と
。
あ
る
い
は
四

怨
障
、
す
な
わ
ち
生
死
の
輪
廻
を
ま
ね
く
、
四
種
の
迷
妄
。
こ
れ
に
犯
さ

れ
な
い
よ
う
に
心
に
備
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
詠
じ
て
い
る
。

性
重
非
レ
無
レ
重
、
譏
嫌
尚
有
レ 
嫌 
。
花
中
虵
本
毒
、
刀
上
蜜
非
レ
甜
。
熱
来
翻

△

近
レ
火
、
渇
急
反
求
レ 
塩 
。
寄
レ
語
弥
①
猴
輩
、
莫
レ
被
二
黐
膠

△

 
粘 
一
。

△

劫
余
逢
二
五
濁
一
、
途
値
二
六
賊 
難 
一
。
捨
堕
終
当
レ
堕
、
僧
残
反
見
レ

△

 
残 
。
火
宅

△

猶
二
焼
者
一
、
苦
海
尚
波 
瀾 
。
生
死
倶
如
レ
幻
、
何
日
至
二
泥

△

 洹
 一。

△

校
字
。
①
原
文
作
弥
。
将
改 

字
。

　
性

重
①
も
重
き
こ
と
な
き
に
あ
ら
ず
、

し
よ
う
じ
ゆ
う

 
譏
嫌 
②
も
な
お

き
け
ん

 
嫌 
う
あ
り
。
花
中
の

き
ら

 虵
も
毒
あ
り
、
刀
上
の
蜜
は

へ
び

 
甜 
き
に
非
ら
ず
。

あ
ま

 
熱 
来
り
て
か
え
っ
て
火
に
近
づ

あ
つ
さ

き
、 
渇 
急
に
し
て
か
え
っ
て
塩
を
求
む
。
語
を
寄
す
、
獮 
猴

か
わ
き

③
の

び
こ
う

 
輩 
よ
、

と
も
が
ら

信　　廣　　友　　江 ２７５



二
一

黐
膠
の

ち
こ
う

粘 
④
を

ね
ば
き

 
被 
る
こ
と
な
か
れ
。

こ
う
む

　
①
性
重
。
一
に
性
罪
ま
た
は
実
罪
と
も
い
う
。
自
性
に
も
と
ず
く
罪
過
、
た

と
え
は
十
戒
に
そ
む
く
十
悪
の
ご
と
き
を
さ
す
。
譏
嫌
。
そ
し
り
き
ら
う

こ
と
。
こ
こ
に
は
罪
悪
は
重
き
が
上
に
な
お
重
く
、
嫌
悪
は
な
お
ま
す
ま

す
、
嫌
悪
す
べ
し
と
い
う
に
あ
る
。
蛇
は
花
中
に
あ
り
と
い
え
ど
も
、
本

来
有
毒
な
れ
ば
毒
性
を
失
わ
ず
、
蜜
は
甜
し
と
い
え
ど
も
、
刀
上
の
蜜
に

は
危
険
が
と
も
な
う
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
②
熱
来
り
て
、
か
え
っ
て
火
に
近
づ
く
。
と
ん
で
火
に
入
る
夏
の
虫
と
い
う

が
ご
と
く
で
あ
る
。

　
③

猴
。
原
文
は
弥
に
つ
く
る
。
弥
・ 

音
通
。
凡
夫
の
心
の
た
と
え
。

　
④
黐
膠
粘
。
一
に
黐
粘
と
も
い
う
。「
と
り
も
ち
」
の
こ
と
。
粘
は
音
デ
ン
。

　
劫
余
①
も
五 
濁 
②
に
逢
い
、

だ
く

 
途 
に
六
賊
③
の
難
に

み
ち

 
値 
う
。
捨
堕
④
は
終
に
ま
さ

あ

に
堕 
る
べ
く
、
僧
残
も
反
っ
て

お
つ

 
残 
る
を

の
こ

 
見 
す
。
火
宅
⑤
は
な
お
、
焼
者
の
ご
と

し
め

く
、
苦
海
な
お
波
瀾
の
ご
と
し
。
生
死
は
と
も
に

は
ら
ん

 
幻 
の
ご
と
し
、
何
の
日
に

ま
ぼ
ろ
し

か
泥
洹
に
い
た
ら
ん
。

ね
は
ん

　
①
劫
余
。
お
び
や
か
さ
れ
て
、
そ
の
上
更
に
お
び
や
か
さ
れ
る
の
義
。
あ
る

い
は
災
難
の
上
に
更
に
五
濁
や
六
賊
に
犯
さ
れ
る
こ
と
。

　
②
五
濁
。
五
つ
の
汚
濁
。
劫
濁
。
劫
濁
・
見
濁
・
煩
悩
濁
・
衆
生
濁
・
命
濁

を
い
う
。

　
③
六
賊
。
智
恵
を
そ
こ
な
い
、
功
徳
を
そ
こ
な
う
も
の
。
色
・
声
・
香
・
味
・

触
・
法
に
対
し
て
あ
ら
わ
れ
る
六
の
障
害
。

　
④
捨
堕
。
梵
語N
issggiya

 
         p  ā  cittiy

      ā  
（
尼
薩
耆
波
逸
提
）
の
訳
。
尼
薩
耆
は

贖
罪
、
波
逸
提
は
地
獄
に
堕
る
罪
の
義
で
、
合
せ
て
捨
堕
と
い
い
、
僧
侶

の
所
有
に
関
す
る
禁
戒
と
し
て
三
十
条
が
あ
り
、
こ
れ
を
犯
し
た
場
合
、

懺
悔
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
贖
罪
が
認
め
ら
れ
る
。
後
文
の
堕
と
は
そ
う
し

た
贖
罪
は
あ
っ
て
も
、
絶
対
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
堕
落
に
外
な
ら
な
い
の

義
と
し
た
い
。
同
様
に
僧
残
罪
も
十
三
条
あ
り
、
こ
れ
を
犯
し
た
場
合
、

懺
悔
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
僧
侶
と
し
て
の
仲
間
に
残
る
こ
と
が
認
め
ら

れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
場
合
も
、
な
お
破
戒
の
罪
悪
は
残
存
し
て
い
る
と

い
う
反
語
と
し
て
受
取
ら
れ
る
。
ま
た
後
句
の
火
宅
は
客
体
と
し
て
は
燃

焼
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
主
体
と
し
て
は
火
つ
け
役
で
も
あ
る
と
い
う
の

で
あ
ろ
う
。

　
⑤
火
宅
。
三
界
の
生
死
を
い
う
。
焼
者
。
火
を
つ
け
て
こ
れ
を
燃
焼
す
る
も

の
。「
法
華
経
」
譬
喩
品
に
「
三
界
は
安
き
こ
と
な
し
、
な
お
火
宅
の
ご

と
し
。
衆
苦
充
満
し
、
甚
だ
怖
畏
す
べ
し
。
つ
ね
に
生
老
病
死
の
憂
患
あ

り
。
か
く
の
ご
と
き
の
火
、
熾
然
し
て
や
ま
ず
」
と
あ
る
。

〔
二
〇
一
〇
・
一
〇
・
四
　
受
理
〕 
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